
                         

 

    

今
年
度
第
一
回
目
と
な
る
「
障
害
者
雇

用
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
六
月
二
十

五
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
市
民

ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
企
業
関
係
者
一
四
八

社
一
九
三
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

第
一
部
で
は
「
法
改
正
を
ふ
ま
え
た
障

害
者
雇
用
に
お
け
る
法
的
留
意
点
」
と
題

し
て
、
改
正
労
働
契
約
法
や
働
き
方
改
革

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
立
正
大
学
法
学
部

准
教
授
の
高
橋
賢
司
氏
に
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

           

    

ま
た
、
第
二
部
で
は
「
障
害
者
雇
用
へ

の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
大

宮
鍍
金
工
業
代
表
取
締
役
の
出
野
哲
也

氏
よ
る
発
表
と
、
「
令
和
元
年
取
り
扱
い

助
成
金
」
に
つ
い
て
、
埼
玉
労
働
局 

職
業

安
定
部
職
業
対
策
課
雇
用
開
発
係
長
清

水
国
武
氏
よ
り
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
一
部
で

は
、
裁
判
の

判
例
や
事
件

化
し
た
事
例

も
交
え
て
の

説
明
が
あ
り
、
特
に
労
働
契
約
法
に
お
け

る
無
期
転
換
対
応
は
、
直
近
の
課
題
で
、

分
か
り
易
い
説
明
だ
っ
た
と
の
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
法
改
正
動

向
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
対
応
と
し
て
、
新

た
な
雇
用
の
仕
組
の
提
示
も
あ
り
、
会
場

か
ら
は
、
自
社
で
抱
え
て
い
る
人
事
制
度

に
お
け
る
質
問
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

第
二
部
の
大
宮
鍍
金
工
業
の
発
表
で

は
、
法
定
雇

用
率
対
象
外

の
時
代
か
ら
、

人
材
と
し
て
、

障
害
者
雇
用

を
進
め
て
き
て
お
り
、
現
在
六
〇
名
の
従

業
員
数
に
対
し
、
十
一
名
の
知
的
障
害
者

が
製
造
現
場
で
戦
力
と
な
っ
て
活
躍
し

て
い
る
状
況
の
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
障
害
者
を
特
別
扱
い

す
る
こ
と
な
く
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
で
職
場
作
り
を
進
め
て
い
る
こ
と
や
、

失
敗
事
例
の
紹
介
も
あ
り
、
具
体
的
で
参

考
に
な
っ
た
と
の
声
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。 

障
害
者
雇

用
関
係
の
助

成
制
度
に
つ

い
て
は
、
要

点
に
つ
い
て

分
か
り
易
い
説
明
と
、
豊
富
な
資
料
提
供

が
あ
り
、
理
解
が
深
ま
っ
た
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 
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今
年
度
は
、
「
精
神
障
害
者
雇
用
基
礎

講
座
」
と
「
高
次
脳
機
能
障
害
講
義
及
び

施
設
見
学
会
」
を
、
五
月
三
十
日
に
埼
玉

県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
で
同
時
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

第
一
部
の
精
神
基
礎
講
座
は
、
当
セ
ン

タ
ー
精
神
保
健
福
祉
士
（
Ｐ
Ｓ
Ｗ
）
協
力

専
門
員
よ
り
、
精
神
障
害
者
雇
用
の
基
礎

的
な
知
識
や
雇
用
管
理
と
合
理
的
配
慮

に
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。 

二
十
社
二
十
五
名
の
参
加
が
あ
り
、
「
面

接
対
応
の
具
体
例
が
あ
り
、
参
考
に
な
っ 

         

た
」
「
配
布
さ
れ
た
資
料
を
社
内
で
も
活

用
し
た
い
」
等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 第

二
部
で
は
、
高
次
脳
機
能
障
害
の
就

労
支
援
に
つ
い
て
経
験
豊
富
な
山
本
就

労
移
行
支
援
担
当
部
長
に
障
害
特
性
、
配

慮
事
項
、
支
援
の
事
例
な
ど
に
つ
い
て
講

義
い
た
だ
き
、
そ
の
後
施
設
の
見
学
を
し

ま
し
た
。 

参
加
し
た
十
三
社
十
六
名
の
方
か
ら

は
、
「
大
変
分
か
り
易
い
講
義
で
様
々
な

症
状
や
対
応
の
情
報
が
得
ら
れ
た
」
「
就

労
の
視
点
か
ら
の
説
明
が
参
考
に
な
っ

た
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

施
設
見
学
に
つ
い
て
も
「
施
設
が
充
実
し

て
い
る
」
「
普
段
な
か
な
か
目
に
す
る
こ

と
の
な
い
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子
を
見
る
こ

と
で
、
理
解
が
深
ま
っ
た
」
と
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
も
交
え
た
情
報
交
換

会
を
行
い
、
事
例
や
実
際
起
き
て
い
る
課

題
を
共
有
し
、
対
応
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

        

六
月
十
八
日
、
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働

局
よ
り
平
成
三
十
年
度
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

                

に
お
け
る
障
害
者
職
業
紹
介
状
況
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。 

県
内
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
就

職
件
数
は
、
四
，
三
七
〇
件
で
、
前
年
度 

よ
り
三
四
六
件
、
八
・
六
％
増
と
な
り
、

九
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い

ま
す
。 

産
業
別
で
は
「
医
療
・
福
祉
」「
製
造
業
」

「
複
合
サ
ー
ビ
ス
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
」「
卸

売
業
・
小
売
業
」
の
就
職
件
数
が
多
く
、

な
っ
て
い
ま
す
。 

詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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報 

ひ 

ろ 
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平
成
三
十
年
度 

 

埼
玉
県
の 

障
害
者
職
業
紹
介
状
況
発
表 

リハビリテーションセンター内見学風景 

精
神
障
害
者
雇
用
基
礎
講
座
・ 

 
 

高
次
脳
機
能
障
害
講
義
及
び 

 

( )内は前年度比 

新規求職者申込件数 

埼玉県 

就職件数 

埼玉県 

就職件数 

全国 

合 計 
10,578件 

（5.6%増） 

4,370件 

（8.6%増） 

102,318件 

（4.6%増） 

身体障害者 
2,817件 

（3.7%増） 

1,011件 

（8.2%増） 

26,841件 

（0.3%増） 

知的障害者 
1,708件 

（2.1%増） 

984件 

（2.1%増） 

22,234件 

（5.9%増） 

精神障害者 
5,369件 

（5.6%増） 

2,170件 

（11.1%増） 

48,040件 

（6.6%増） 

その他の障害者 
684件 

（26.2%増） 

205件 

（19.2%増） 

5,203件 

（3.9%増） 

●Ｈ３０年度 ハローワークにおける障害者職業紹介状況 

◆
令
和
元
年
度 

第
二
回
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー

ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

日
時 

令
和
元
年
九
月
十
二
日
（
木
） 

十
三
時
～
十
五
時
三
〇
分 

場
所 

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

一
〇
階 

多
目
的
ホ
ー
ル 

定
員 

四
〇
〇
名 

 

「
高
齢
・
障
害
者
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」

と
同
時
開
催
で
す
。 

★
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
七
月
下
旬
に 

当
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

施
設
見
学
会 


